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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 
売上高の会計処理の方法の最近会計年度に    ：     有 ・ 無 
おける認識の方法との相違の有無 
 
２．平成１６年３月期第３四半期業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年１２月３１日） 
(１) 売上高（又はこれに相当する事項） 

（百万円未満切捨） 
 

１６年３月期第３四半期 
１５年３月期第３四半期 

百万円    ％ 
5,952  （ △3.5） 
6,169  （     ） 

（ 参 考 ） １ ５ 年 ３ 月 期 7,782  （△10.7） 
(注)１．売上高は、当該四半期までの累計値であります。 
  ２．パーセント表示は、前年同四半期比増減率を示しております。 
  ３．上記の数値につきまして、監査法人の監査を受けておりません。 

 
［売上高に関する補足説明］ 
当第３四半期におけるわが国経済は、民間設備投資が増加し、企業収益も回復し始めたもののいまだ力
強さのないまま推移いたしました。広告業界においては需要回復の兆しが見え始めましたが、印刷業界
における企業間競争はさらに拍車がかかり販売価格の下落傾向が続きました。 
このような状況のなか、当社第３四半期における売上高は、5,952 百万円（前期比 3.5％減）となりま
した。当該四半期における製品別売上高は次のとおりであります。 

（百万円未満切捨） 
期別 

項目 
平成 15年 3月期 
第３四半期 

平成 16年 3月期 
第３四半期 

前年同四半期 
増減率 

 百万円 百万円   ％ 
折 込 広 告 5,571 5,336 △4.2 
包 装 資 材 152 158 3.8 
そ の 他 445 456 2.6 
合 計 6,169 5,952 △3.5 

 
 (２) 当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
 

該当事項はありません。 
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３．平成１６年３月期の業績予想の修正 
通期（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

（百万円未満切捨） 
 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 
今回発表予想（Ａ） 

百万円 
7,650 

百万円 
280 

百万円 
140 

前回発表予想（Ｂ） 
（平成15年 11月 18日発表） 

8,000 600 300 

増減額（Ａ－Ｂ） △350 △320 △160 

増 減 率 4.3％ 53.3％ 53.3％ 

（参考） 
前期実績（平成１５年３月期） 

 
7,782 

 
552 

 
281 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  34 円 86 銭 
 

［業績予想に関する定性的情報等］ 
平成 16 年 3 月期の業績見通しにつきましては、折込広告の需要に回復の兆しが見られることから、受
注数量は増加しており、また、平成16年 4月より消費者に対する「値札」や「広告」などにおいて価格
を表示する場合には、消費税相当額（含む地方消費税相当額。以下同じ）を含んだ支払総額の表示を義
務付ける「総額表示方式」がスタートすることにより、プライスカード等のPOP（販売時点販売促進物）
受注が見込まれますものの、販売価格の下落により、通期の売上高は、当初の予想を4.3%下回り、7,650
百万円となる見込みであります。 
利益面では、製造原価および経費の削減効果で吸収するには至らず売上原価率が上昇してしまうことに
より、経常利益は、当初の予想に比べ 53.3%減少し 280 百万円、また当期純利益は、当初の予想に比べ
53.3%減少し 140 百万円となる見込みであります。 
 
なお、なお、予想値につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも
のであり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以  上 
 


